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1.  平成24年8月期第1四半期の連結業績（平成23年9月1日～平成23年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年8月期第1四半期 4,084 △32.1 181 66.1 344 29.3 △90 ―

23年8月期第1四半期 6,014 △45.3 109 △86.1 266 △28.5 270 14.9

（注）包括利益 24年8月期第1四半期 △396百万円 （―％） 23年8月期第1四半期 △659百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年8月期第1四半期 △23.03 ―

23年8月期第1四半期 69.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年8月期第1四半期 25,131 270 0.1 4.09
23年8月期 26,150 719 1.7 111.59

（参考） 自己資本   24年8月期第1四半期  16百万円 23年8月期  438百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年8月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

24年8月期 ―

24年8月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成24年8月期の連結業績予想（平成23年9月1日～平成24年8月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 9,148 △29.0 482 △40.6 137 △80.2 93 △15.5 23.66
通期 21,172 △7.7 1,523 55.7 824 ― 575 ― 146.31



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に関する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績の見通し等、将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の情報に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年8月期1Q 3,930,004 株 23年8月期 3,930,004 株

② 期末自己株式数 24年8月期1Q ― 株 23年8月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年8月期1Q 3,930,004 株 23年8月期1Q 3,897,155 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期連結累計期間の我が国の経済状況は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響による生

産活動の休止、もしくは生産性の低下による消費低迷から徐々に回復基調にあります。しかしながら、欧州諸国

の財政金融問題の深刻化やそれに伴う急激な円高の進行、またタイ国内で発生いたしました洪水被害により、依

然として景気の先行きは不透明な状況にあります。

このような経済状況の中で、当社グループにおける事業領域の中心の一つであるモバイル関連分野は、スマー

トフォン(iPhone,Android)端末に代表される多種多様な機能を持つ携帯電話端末の普及が加速を続けるなかで、

スマートフォン搭載OSの機能拡充やスマートフォン端末を取り巻くネットワーク環境の充実から様々なサービス

が展開され、引き続き市場成長が見込めます。スマートフォン端末対応が進むソーシャルゲーム分野において、

各SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）プラットホームが拡大を続けソーシャルゲームの利用者が

増加し、ソーシャルゲーム市場は全世界的に益々拡大傾向にあります。

一方ゲーム関連分野は、3D技術やネットワーク技術を駆使した新型携帯機の登場により各社が新規ゲームタイ

トルを提供していくことで、国内外で市場の盛り上がりが期待されております。

このような状況の中、売上高は4,084百万円（前年同期6,014百万円）となり、営業利益は181百万円（前年同

期109百万円）となりました。経常利益は、344百万円（前年同期266百万円）となり、当第１四半期連結累計期

間の最終損益は、90百万円（前年同期270百万円の純利益）の純損失となりました。

① ネット＆ゲーム事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社インデックス）

ソーシャルゲーム分野においては、一部のシンクタンクによると、国内市場は急激な拡大をみせ、2013年には

4,000億円を超える市場になると見込まれております。そのような状況下において当社は、人気ゲームタイトル

「ペルソナ３ソーシャル」に続き、「真・女神転生」などの様々なゲームをマルチプラットホームでの展開を開

始いたしました。また、従来フィーチャーフォン向けのゲームだけでなく、iPhoneやAndroidなどのスマートフォ

ン端末対応をすすめた結果、各々のタイトルにおいて会員数が堅調に伸び、総会員数200万人を突破し当社のソー

シャルゲーム基盤の拡大に努めました。平成23年12月には、絶賛連載中の人気漫画「GANTZ」、また、人気ゲーム

クリエイター「稲船敬二」プロデュースの「Dr★モモの島」のサービス提供を開始しました。「GANTZ」、「Dr★

モモの島」は第2四半期累計期間以降の業績への寄与が見込まれます。今後は、現在テレビアニメ放送中の人気ゲ

ームタイトル「ペルソナ４ソーシャル（仮称）」など話題性に富んだソーシャルゲームの配信を予定しており、

さらなる基盤の拡大に注力いたします。

次に、世界的なスマートフォン市場の成長に伴い、国内では各キャリアから続々とスマートフォン端末の販売

が開始されております。2011年４～９月の国内携帯電話端末出荷数で、スマートフォンは全体の49.5％にまで達

すると見込まれており、フィーチャーフォンからスマートフォンへの切り替えがますます加速しております。こ

のような状況で、当社はコンシューマゲームタイトルをスマートフォン向けに安価に速くポーティングする為の

技術を開発しました。この技術を使った第一弾として、2005年のヒット当社タイトル「スノボキッズ」のスマー

トフォンアプリを平成23年10月14日に国内外に向けて配信を開始し好評価を頂いております。また、当社タイト

ル「真・女神転生」やパチスロのスマートフォンアプリ、その他過去に発売されたコンシューマゲームタイトル

をポーティング及び販売を予定しており、今後もスマートフォンアプリへの取り組みに尽力していきます。

システム開発を軸とするモバイル＆ソリューションビジネスにおきましては、松井証券株式会社が提供するト

レーディングアプリ「株touch（iPhone版）」に引き続き、Android版「株touch(Android版)」も開発いたしまし

た。新規開発案件や既存顧客からの新規機能の追加開発も多くトレーディングアプリにつきましては依然として

引き合いが多く、業績に貢献いたしました。

他方で、携帯電話端末向けの公式サイトビジネスは、従来の課金方法である「月額課金」モデルの会員総数

は、ユーザがフィーチャーフォンからスマートフォン端末に急速に移行したことにより徐々に減少しているもの

の、NTTドコモが提供する「ｄメニュー」など、スマートフォンへのサービス対応を進めてまいりました。加え

て、一部のモバイルサイトに、当社のモバイルサイトCMS製品「Mobile Site Pro」を活用することにより、サイ

ト構築や運用にかかるコストと移行にかかる時間を大幅に抑えることで、利益を確保することができました。

１．当四半期決算に関する定性的情報

㈱インデックス（4835）　平成24年8月期　第1四半期決算短信

2



コンシューマゲーム事業分野におきましては、当社の人気ゲームタイトル「ペルソナ」のアニメーション

「PERSONA4 the ANIMATION」が平成23年10月６日よりMBS・TBS・CBC他でTV放送を開始し、また、平成23年11月に

はペルソナの世界観を存分に掲載した月刊誌「ペルソナマガジン」が刊行されました。さらに平成24年３月に舞

台「VISUALIVE『ペルソナ4』」、４月に「PERSONA MUSIC LIVE 2012」が決定し、「ペルソナ」ブランドを多角的

に且つ積極的に展開し、ペルソナブランドの拡大を図っています。なお、10月26日発売のペルソナ４のアレンジ

アルバム「ネバー・モア－『ペルソナ4』輪廻転生－」は2万7,000枚を売り上げ、オリコン週間アルバムランキン

グで１位を獲得し、コアファンをしっかり抱える当社の強みが発揮されました。

（Index Multimedia SA）

Index Multimedia SAでは、今後の成長を牽引するSNSの「Tchatche.com（チャッチ・ドットコム）」におい

て、スマートフォンを含め多様化する携帯端末に対応することにより、会員数やトラフィックが堅調に推移して

います。

（Index Corp Thailand 及び中東について)

Index Corp Thailandでは、2011年2月にSNSサービス「MobiTown」の提供を開始し、現在会員数10万人、70万

ページビュー／日となり、ページビューではタイ国内最大級のモバイルサイトとなりました。同サービスは、他

の東南アジア諸国への展開を予定しております。

また同社は、世界最大のチップセット製造会社のひとつMediaTek社（MTK）の、タイ国内で唯一のMRE（Maui

Runtime Environment)ソリューションの戦略的供給プロバイダーとなりました。これにより、MREが組み込まれ

た携帯端末が使う「MRE App Store」の課金ゲートウェイ、開発、運用における極めて戦略的な役割を担うこと

になります。東南アジアへの展開については、同社を中心に強固、且つ信頼性の高いネットワークを築くことが

できており、潜在力のある東南アジア市場にいち早くSNSを展開することで、海外戦略上大きな期待が持てるも

のと確信しております。

また一昨年以降当社は、サウジアラビアへの事業展開をしておりましたが、同社はIndex Middle Eastとの協

業で、サウジアラビア国内シェア１位の通信事業者サウジテレコムと「MobiTown」の展開について独占契約を締

結しました。これを契機に中東市場でのSNSビジネスの新しい第一歩を踏み出すことが可能になりました。サウ

ジテレコムとの協業は、これまで当社が展開してきておりましたサウジアラビア政府との教育ビジネスに続き、

新しい中東戦略の一つになります。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間におけるネット＆ゲーム事業セグメントについては、売上高は

2,813百万円(前年同期4,782百万円)となり、営業利益は287百万円(前年同期656百万円)となりました。

② モバイルデバイス事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社ネットインデックス）

前事業年度において計画遅延となっておりましたWiMAXルーターの出荷が始まり、売上に貢献いたしました。

また、同社により開発製造を行いましたPHS音声端末につきましても、９月より販売を開始し、順調に推移して

おります。また、特定事業者向けPCセキュリティモジュールにつきましても販売スケジュールを遵守し、計画的

に売上として計上しております。

同社は、本店所在地である東北地方を事業基盤として、従来より引き続き移動体通信端末機器などの販売・保

守、その他様々なアフターサービスを行うショップ事業を行っており、平成23年10月末日現在で14店舗（協力企

業との提携店舗含む）を運営しております。当第１四半期累計期間において、当社が開発・製造を行いました

PHS音声端末の供給が始まったこともあり、事業間シナジーを見込み、キャンペーンなど様々な施策を行ったこ

とにより、売上は若干増加したものの、時期的な影響もあり目標に対しては未達となりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間におけるモバイルデバイス事業セグメントについては、売上高は

1,191百万円(前年同期718百万円)となり、営業利益は７百万円(前年同期９百万円)となりました。
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③ 映像事業

当セグメントにつきましては、以下のとおりです。

（株式会社インデックス・アミューズメント）

株式会社インデックス・アミューズメントでは、CG制作事業では国内からの受注が順調であることに加え、国

外からの引き合いもあり、安定した事業基盤を築くことができ売上高が堅調に推移し利益に貢献しました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における映像事業セグメントについては、売上高は109百万円(前年

同期769百万円)となり、営業利益は24百万円(前年同期11百万円の営業損失)となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に対し、1,019百万円の減少の25,131百万円

となりました。その主な要因は、受取手形及び売掛金、投資有価証券などの減少の影響によるものです。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に対し、569百万円の減少の24,861百万円と

なりました。その主な要因は、短期借入金、賞与引当金などの減少の影響によるものです。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に対し、449百万円の減少の270百万円とな

りました。その主な要因は、その他有価証券評価差額金、新株予約権の減少の影響によるものです。また、自己

資本比率は0.1％となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成23年10月19日公表の業績予想から変更ありません。

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,485 1,308
受取手形及び売掛金 4,421 3,519
有価証券 31 51
商品及び製品 261 303
仕掛品 1,633 2,225
原材料及び貯蔵品 87 96
短期貸付金 3,134 3,009
繰延税金資産 794 801
その他 980 974

貸倒引当金 △2,127 △2,277

流動資産合計 10,703 10,013

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 154 143
機械装置及び運搬具（純額） 0 2
土地 151 151
その他（純額） 406 346

有形固定資産合計 713 643

無形固定資産

のれん 1,401 1,356
ソフトウエア 874 1,046
ソフトウエア仮勘定 864 733
その他 76 70

無形固定資産合計 3,215 3,207

投資その他の資産

投資有価証券 10,693 10,295
長期貸付金 15,020 15,034
繰延税金資産 63 86
敷金及び保証金 377 363
その他 2,830 2,678
貸倒引当金 △17,469 △17,191

投資その他の資産合計 11,517 11,266

固定資産合計 15,446 15,118

資産合計 26,150 25,131
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,784 1,888
短期借入金 21,385 21,057
未払金 634 552
未払法人税等 92 115
賞与引当金 121 20
返品調整引当金 18 15
係争引当金 135 121
その他 843 676

流動負債合計 25,017 24,447

固定負債

長期借入金 － 69
退職給付引当金 36 33
係争引当金 149 132
製品保証引当金 50 22
繰延税金負債 18 21
その他 159 133

固定負債合計 413 413

負債合計 25,431 24,861

純資産の部

株主資本

資本金 39,379 39,379
資本剰余金 37,048 37,048
利益剰余金 △80,095 △80,186

株主資本合計 △3,667 △3,757

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,068 667
為替換算調整勘定 3,037 3,106

その他の包括利益累計額合計 4,106 3,774

新株予約権 194 178
少数株主持分 86 75

純資産合計 719 270

負債純資産合計 26,150 25,131
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
（四半期連結損益計算書）
（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成22年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成23年11月30日)

売上高 6,014 4,084
売上原価 3,661 2,845

売上総利益 2,353 1,238

返品調整引当金繰入額 24 8
返品調整引当金戻入額 － 3

差引売上総利益 2,329 1,234

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 2,219 1,052

営業利益 109 181

営業外収益

受取利息 30 14
投資有価証券売却益 473 －

負ののれん償却額 14 10
貸倒引当金戻入額 － 277
その他 30 125

営業外収益合計 549 428

営業外費用

支払利息 248 185
資金調達費用 56 －

為替差損 42 45
その他 45 34

営業外費用合計 393 265

経常利益 266 344

特別利益

関係会社株式売却益 35 －

貸倒引当金戻入額 6 －

債務免除益 － 37
その他 12 9

特別利益合計 55 47

特別損失

投資有価証券評価損 166 －

貸倒引当金繰入額 － 386
その他 372 71

特別損失合計 539 458

税金等調整前四半期純損失（△） △218 △66

法人税、住民税及び事業税 60 24
法人税等調整額 △200 △27

法人税等合計 △139 △3

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △78 △63

少数株主利益又は少数株主損失（△） △349 26

四半期純利益又は四半期純損失（△） 270 △90
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（四半期連結包括利益計算書）
（第１四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年９月１日
至 平成22年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年９月１日
至 平成23年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △78 △63

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △580 △401

為替換算調整勘定 △0 68

その他の包括利益合計 △580 △333

四半期包括利益 △659 △396

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △314 △422

少数株主に係る四半期包括利益 △344 25
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該当事項はありません。

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年９月１日 至平成22年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「ネット＆ゲーム事業」セグメントにおいて、平成22年10月1日に株式会社インデックスおよび株式会社アトラ

スとの合併に伴い当第１四半期連結累計期間において、のれんが195百万円増加しております。

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

ネット＆
ゲーム事業

モバイル
デバイス事業 映像事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,669 661 734 6,064

セグメント間の内部売上高又は
振替高 113 57 34 205

計 4,782 718 769 6,270

セグメント利益 656 9 △11 653

利益 金額

報告セグメント計 653

セグメント間取引消去 △59

その他調整 2

全社費用（注） △487

四半期連結損益計算書の営業利益 109
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１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。

該当事項はありません。

１．重要な係争事件の発生

当社連結子会社である株式会社ネットインデックスは、平成21年９月25日付で原告である創路株式会社（旧商号

「中小企業製造機構株式会社」という）との間に無線通信機器に関する売買契約を締結し、平成21年９月30日に同

商品を売却いたしました。

今般、原告側から当該売買契約に基づく商品購入は、本商品の市場価値と乖離し暴利行為であるため公序良俗違

反にあたり無効として、当該売買価額から原告による既売却額を控除した額の返還を求める訴えがなされたもので

あります。

①訴訟の提起があった裁判所及び年月日

訴訟の提起があった裁判所：東京地方裁判所

訴訟の提起日：平成23年12月12日

②訴訟を提起した者の名称

創路株式会社

③訴訟の目的の価額

124百万円

株式会社ネットインデックスといたしましては、当該売買契約及び同商品の売却は何ら瑕疵のない正当なもので

あると認識しており、今後訴訟の中で原告と争っていく予定です。

ネット＆
ゲーム事業

モバイル
デバイス事業 映像事業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,801 1,191 90 4,084

セグメント間の内部売上高又は
振替高 12 － 18 30

計 2,813 1,191 109 4,114

セグメント利益 287 7 24 319

利益 金額

報告セグメント計 319

その他調整 △11

全社費用（注） △126

四半期連結損益計算書の営業利益 181

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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２．事業の譲渡

当社連結子会社である株式会社ネットインデックスは、 平成24年１月12日の取締役会において、平成24年２

月１日をもって、株式会社コスモネットに対し、モバイルショップ事業を譲渡することを決議いたしました。そ

の概要は次のとおりであります。

①譲渡の理由

当社連結子会社である株式会社ネットインデックスは、平成23年７月期より株式会社ウィルコムの販売店舗

（ウィルコムショップ）を東北地方にて展開し、モバイル通信機器の店頭販売に加えて、カスタマーサービス及

びモバイル通信を活用したソリューションの提供を目指してまいりました。しかしながら、当該事業は同社の主

力事業であるデバイス事業とのシナジーが少なく、また店舗販売事業は大手事業者との競合も厳しいことから、

同社全体の経営戦略上、当該事業について見直しが必要と判断するに至りました。

そしてこの度、携帯電話販売事業を全国的に展開する株式会社コスモネットより当該事業を譲り受けたいとの

申出があり、当該事業の価値も高く評価されたため、当該事業を株式会社コスモネットへ事業譲渡することとい

たしました。

②譲渡する相手会社

株式会社コスモネット

③譲渡する事業の内容、規模

「携帯電話他各種モバイル通信機器の店頭販売」に関する事業

平成23年７月における経営成績

売上高 534百万円

営業利益 △14百万円

④譲渡する資産、負債の額(平成23年11月末日現在)

資産 42百万円

負債 7百万円

⑤譲渡の時期

平成24年２月１日(予定)

⑥譲渡価格

146百万円
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